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要   旨：    

目  的： クローン病の患者で地中海食事の順守を評価すること。 

 

方  法： クローン病の外来患者を、この手続きに登録した。 

      病歴、疾患活動性、食事摂取、習慣的な地中海食事スコア、身体測定値およ

び炎症性腸疾患アンケート(IBDQ)を記録した。 

      生化学および炎症性の指標の定量のために、血液サンプルを採取した。 

 

結  果： 合計 86人のクローン病の患者を登録した：41人が再発で (5≦Harvey 

Bradshaw指数≦14)、45人は寛解 (Harvey Bradshaw指数≦4)。 

      地中海食事の順守は、不活性疾患の患者で高かった。 

      地中海食事スコアは IBDQと正の相関をし(p=0.008)、疾患活動性と負の相関

をした(p<0.001)。 

 

結  論： 地中海食事の順守は、クローン病の患者で生活の質の改善と関連した。 

      地中海食事の高い順守はクローン病の患者で、生活の質を改善して疾患活動

性を低下させるのに重要な可能性がある。 
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